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問合せ先

当研究に自分の資料、情報資料を停止する場合のお問合せ
〒180-8610 東京都武蔵野市境南町1-26-1
武蔵野赤十字病院　呼吸器科　花田仁子
電話 0422-32-3111 (代表）6812 (事務局内線）

①患者個人が特定液る情報はすべて提供時に削除される。本研究では情
報を扱う場合には個人情報とは無関係の記号を付して管理し、個人が特
定できないように匿名化する。各施設の研究者の管理下で必要に応じて
対応表を作成することがあるが、外部への提供は行わない。②調査項目
は患者背景、診断時所見（症状、身体所見、血液検査、胸部画像、呼吸
機能件ｓな、病理標本、気管支肺胞洗浄検査など）、直近の所見。③呼
吸器科医師④東邦大学医療センタｰ大森病院　呼吸器内科助教　中村泰
彦　武蔵野赤十字病院　呼吸器科医師　花田仁子

加湿器肺に関する全国実態調査(二次調査）(計画変更）

代表機関　東邦大学医療センター大森病院　武蔵野赤十字病院　他64機関

所属　　　呼吸器科　　　　　　氏名　花田　仁子　　　　　 

(西暦）　2022　　年　4　月　～　　　　2026年　3　月

加湿器肺の症例の経験のある、日本全国の施設に対し、個々の症例を収
集し、臨床、画像、病理学駅特徴を明らかにし、加湿器肺の診療指針を
作成することを目的とする。また臨床増が明らかな夏型過敏性肺炎につ
いても同様のデータを収集し、加湿器肺との相違を比較検討する。

2011年～2021年の間に当院で診断された加湿器肺と夏型過敏性肺炎を対
象とする。電子カルテより患者背景、身体所見、検査データ（血液、
尿、呼吸機能、気管支肺胞洗浄液など）、胸部画像、病理組織データな
どを抽出する。


